
第 40 回苫小牧地区少年少女空手道錬成大会審判要項 

1. 競技種目 

(1) 個人形 幼児(男女混合)・小学 1-2 年・小学 3-4 年・小学 5-6 年・中学 (各男女別)  

(2) 団体形 小学 1-2 年・小学 3.4 年・小学 5-6 年・中学 (各男混合可)  

(3) 団体組手 小学 1-2 年(男女混合可)・小学 3-4 年・小学 5-6 年・中学(各男女別)  

… 1 チーム 3 名 (2 名で参加可能) 

(4) 個人組手 小学 1-2 年・小学 3-4 年・小学 5-6 年(各男女別)・中学 1-3 年男子・中学 1-3 年女子 

2. 参加資格 

(1) 苫小牧地区空手道連盟に登録している団体の選手 

(2) 保護者の承諾を得たもの 

(3) 団体戦(形・組手)出場チームは同一団体の生徒で編成された単独チームであること 

3. 競技規定 

(1) 全日本空手道連盟競技規定及び苫小牧地区空手道連盟少年少女空手道錬成大会競技規定及び申し合

わせ事項による。 

(2) 団体形、団体組手競技は登録選手５名までの３人制とする。また、団体組手は 2 名でも参加可能とす

る。その場合、対戦相手が 3 名いる時は先鋒、中堅、大将は自由にオーダーを組めるが、対戦相手も

先鋒、中堅でオーダーを組むこととする。 

(3) 形競技個人・団体戦について 

① 準々決勝までの予選は形審判員 5 名による、フラッグ制を採用する。 

② 形競技のスタートは所定の位置にて正確に形名を呼称し２名(２チーム)同時に演武する。 

・ ２名で演武する時のコート入場は斜め入場とし、礼は演武前後の２回とする。 

・ ２名の時は、主審の合図(短笛を吹く)で演武を開始する。 

・ １名(１チーム)の時は、主審は合図をしないので自分で演武を開始する。 

③ 準決勝からの本選はベスト４から形審判員 5 名による、形の得点制システムを採用する。 

・ 各審判員の技術点・競技点それぞれの点数 5.0～10.0 の間で採点する。 

・ 各得点の最高点および最低点をカットし、技術点の 70%、競技点の 30%の合計点数で順位を

決定する。同点の場合は当該選手のみ再演武(既に演武した形でもよい)し、順位を決定する。 

・ 団体形は予選から形の得点制システムを採用する。 

④ 幼児・小学生の予選は、１・２回戦は基本形とし、繰り返してもよいものとする。 

・ ゲキサイ第 1・2、平安又はピンアン初段～5 段の中から選択 

⑤ 中学生の予選は、１・２回戦は基本形及び第１・２指定形とし、繰り返してもよいものとする。 

⑥ 幼児・小中学生は、予選３回戦以降及び本選は自由形(基本形含む)とし、繰り返してもよいものと

する。 

(4) 組手競技個人・団体戦について 

① トーナメント方式で行う。 

② 競技時間は１分３０秒フルタイムとする。 

③ 勝敗は競技時間内に６ポイント差の場合、並びに競技時間終時に得点の多い選手を勝ちとする。ま

た、同点の場合は「先取」のある選手を勝ちとする。競技終了時点で「先取」がない場合は、個人

戦は判定をもって勝敗を決定する。団体戦においては引き分けとする。 

④ 安全具は、組手全種目に全空連検定品の防具を使用すること。 

・ 拳サポーター（赤・青）、メンホー[Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ] (マウスシールド必須)、ボディプロテクター、

シンガード及びインステップガードを着装すること。なお、シンガード・インステップガード

については白・赤・青でも可。また、安全具は選手各自が用意すること。 

・ 小学 3 年生以上の男子選手についてはファールカップを必ず装着すること。 

・ 小学 1～2 年の男子選手については指導者(監督)の判断に委ねる。 

⑤ 安全具の装着のない選手は出場できないことがあるので注意すること。 

⑥ 団体戦は全試合勝敗が決定しても全員が競技することとする。 

(5) 服装について 

① 選手は競技規定にそった清潔な白の空手衣を着用すること。 

・ 空手衣の胸ひもは不可。腰ひもは必ず結ぶこと。 

・ 空手衣の袖や裾を折っての使用は禁止とする。万が一、袖や裾を折らなければならない場合は、

内側に折って、縫い付けること。 



・ 女子は、空手衣の下に白無地のＴシャツを着用してもよい。 

・ ヘアクリップ、金属類のヘアピン使用は禁止。 

・ 帯は赤・青(全空連検定品)を使用すること。流派名、道場名の記載は不可とする。 

・ 帯留めのゴムやマジックバンド等は使用禁止。 

② 監督・コーチは白の空手衣又は全空連指定ジャージもしくは一般ジャージ着用すること。監督が空

手衣の下に T シャツを着る場合は、白とする。 

・ 監督・コーチは、審判講習会受講者又は監督・コーチ ID 講習会受講者(ID カード必携)に限

り、選手 1 人に対し監督 1 名つくことができる。 

(6) 新型コロナウイルス感染症対策として 

① 役員を含め大会会場へ入館される全ての方は、6 月 20 日(月)より 1 日 2 回検温すること。検温シー

トは苫小牧地区空手道連盟ウェブサイト[https://www.takf.jp](以下、ウェブサイト)からダウンロー

ドすること。 

② 会場に入場することができるのは、選手、監督、保護者２名以内とする。 

③ 来場者は、必ずマスク着用、検温シートの提出(検温シートを忘れた場合は、入場することができな

い場合もある)。検温・手指消毒を徹底すること。 

④ 声を出しての応援は、厳禁とする。また間隔をあけて座ること。 

⑤ 参加する選手、監督、保護者の皆様の節度ある協力が必須となります。 

⑥ 審判会議並びに監督会議は実施しない。審判・監督会議の内容については本要項に記載のとおり。 

 

(7)新ルール採用について 

「わかれて-つづけて」＆「不活動」  2022 年 4 月 1 日 全日本空手道連盟 

 

「つづけて」 競技の続行   

許可なく競技を中断した場合、あるいは双方が技を出さない場合、主審は非公式に競技続行の合図をする。 

 

「わかれて」 競技者を分ける 

組合い、又は胸と胸を合わせる競技者に発声と共に手のひらを外側に向けて分ける合図をする。 

 

「わかれて-つづけて」 

・ 競技者がわかれるまで手の平を離し、その後両手を合わせ「つづけて」の合図を行う。 

・ 主審が「わかれて」を告げたとき競技者が得点技を出した、そのとき副審は得点の旗表示をしてはいけ

ない。 

・ 主審は人差し指を唇にあて副審の同意を得てカテゴリー２の違反を与える。 

・ 競技者が技を出した場合、主審はヤメを掛けカテゴリー２を与える。コンタクトがあればカテゴリー１

の両方を与える。 

・ 「わかれて」は競技時間の開始から終了するまでの間、使用することができる。(１５秒未満を含む全

競技時間) 

 

「不活動」 

・ 不活動 - 戦おうとしない (試合終了 15 秒未満の場合適用しない) 

・ 不活動は得点、又は先取でリードしている競技者に与えることはできない。 

・ 両方に与える場合 

不活動の補助動作を行い、両方の競技者にＣ２の違反を示す、副審の同意を得てカテゴリー２を与

える。 

・ 片方に与える場合 

不活動の補助動作を行い、どちらか与える競技者にＣ２の違反を示す、副審の同意を得てカテゴリ

ー２を与える。 


